
未病いやしの里センター（仮称）に係る取組みについて 

 

１ 概要 

株式会社ブルックスホールディングス、大井町及び神奈川県は、「県西地域活性化プロ

ジェクト」に基づき、県西地域を「未病の戦略的エリア」であることをアピールする拠点

施設「未病いやしの里センター（仮称）」の設置を推進している。 

平成28年７月に締結した「未病いやしの里センター（仮称）事業に係る連携・協力に関

する基本協定」に基づき、三者が連携しながら、同センターの第１期オープンに向けて取

組みを進めている。 

 

２ 第１期にオープンする施設イメージ 

本館２階に整備

する施設 

薬膳カフェ、未病メッセ（未病関連産業の製品等を紹介する施

設）、県展示施設、未病サテライトオフィス 

食堂棟に整備す

る施設 

ヘルシーフード・レストラン、ヘルシーフード・マルシェ、キッチ

ンスタジオ 

 

３ 県展示施設 ＜「参考１」参照＞ 

未病に関する情報発信機能、未病の見える化機能、地域コンシェルジュ機能を備えた施

設（県展示施設）について、展示物等の設計（基本設計・実施設計）を実施。 

 

４ 「未病いやしの里センター（仮称）」の普及啓発 

多くの人に「未病を改善する」取組みに関心をもってもらうとともに「未病いやしの里

センター（仮称）」の周知を図るため、県と県西地域の市町が連携したイベントを、株式

会社ブルックスホールディングス大井事業所で開催した。 

① 平成28年10月30日（日）ＭＥ-ＢＹＯフェスタ 

 主 催：大井町、神奈川県  

参加人数：約3,000人 

内 容：「笑いとスポーツの祭典」と銘打ち、大縄跳びやリレーなどの運動会種目、

元日本代表サッカー選手の城彰二さんによるサッカー教室のほか、よしも

と芸人によるネタステージなど 

 

② 平成29年３月18日（土）ＭＥ-ＢＹＯフェスタ2017春 ＜「参考２」参照＞ 

主 催：県及び県西地域２市８町で構成される実行委員会 

参加人数：約5,500人  

内 容：「スポーツで未病を改善する休日！」と銘打ち、元プロ野球選手による野

球教室をはじめとする、子どもからお年寄りまで気軽に体験できる各種ス

ポーツプログラムのほか、ＦＭヨコハマの公開放送、ＥＸＩＬＥ ÜＳＡさ

んによるスペシャルプログラム、など 

 

５ 今後の予定 

  上記基本協定に基づき、３者で連携しながら、平成30年３月に予定される第1期オープ

ンに向けて、着実に取り組む。 
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① サロン

至
本館入口

県展示施設の展示内容イメージ

⾝体年齢を⽐べる
自分の
歩き方を知る

身体を動かすこ
との楽しさを知る
健康体操やヨガ、
ダンス等を気軽
に体験できる映
像装置

◇県展示施設
の体験の仕方
等を案内
◇ 未病に関す
るガイダンス
映像放映

体験者の歩く姿
を撮影し、表示
する機器

◇閉眼片足立ち計測装
置
◇反復横とび計測装置
◇椅子立ち上がり計測
装置

①サロン（気づきの場）②スタジオ(体験と理解の場1)
主に身体の動きを伴うアクティブな体験を通じ、
運動の大切さや楽しさへの理解を得る。

未病という概念にふれ、本施設の体験の仕方を
知る場とする。 インフォメーション

参考１

① サロン
② スタジオ ③ ラボ

④ コンシェルジュ

生活習慣を⾒直す

④ コンシェルジュ

未病に関する県⻄
地域の資源を知る

身体と心の健康を
考える

未病の先端技術を
知る

◇体験者の「元気圧（現在
の心の状態）」を測る映
像装置
◇ロコモ度を計測する体験
装置
◇生活習慣病のリスクを伝
える映像装置

◇食生活の重要性を伝
える映像型体験装置
◇日常生活の中ででき
る未病改善を紹介す
る体験装置

◇未病に関する技術
紹介

◇対面型コンシェルジュ
◇情報検索装置、パン
フレットラック
◇県西地域のPR映像
放映

③ラボ(体験と理解の場2) 主に生活習慣や心の状態等について考える体験を通じ、
ライフスタイルの見直しへの理解を得る。

県西地域の中で、自分の未病状態を改善する地
域資源の情報等を入手できる場とする。

スタジオ及びラボ
での体験をもとに、
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